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朝晩の冷え込みも厳しくなり、日に日に秋の深まりを感じるようになりました。

今回は、関川村民、小中学校および高校生を対象に実施した現場見学会をご紹介します。

（国道113号）

10月13日、関川村民を対象とした見学会を昨年に引き続き開催しました。

関川村の村議会議員、区長、住民、旅館業関係者のほか、平田村長をはじめとする役

場職員を含め、約30人が見学会に参加しました。

現在、大内渕地区ではJR米坂線を跨ぐ１号橋梁の下部工に着手しています。工事現場

は周辺からは見えにくい場所ですので、今後も定期的に見学会を開催して地元の皆様に

工事の進捗状況を見て頂きたいと考えています。

掘削中の杭基礎を見学 平田村長のご挨拶

10月21日、県立新発田南高等学校の土木工学科３年生39人と先生２人が、現場体

験を行いました。好評だった昨年に引き続き、２年連続の開催となりました。

場所打杭や地盤改良、最新の情報通信技術を用いた効率的な土工機械の見学のほか、

鉄筋結束作業を富樫組の技術者から指導を受けながら体験。授業では経験できない土木

の魅力を体感して頂きました。見学会後のアンケートでは「建設会社に就職するが、こ

の体験が役立つ」「想像したよりも現場環境が良かった」などの感想を頂きました。

新発田南高校3年生が現場体験

レーザーや人工衛星を使う土工機械に関心初めての鉄筋結束に「上手だぞ！」
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小学生と中学生を対象に初めての見学会

【鷹ノ巣道路大内渕改良その３工事の工事範囲】

10月5日に関川小学校6年生45人と先生等３人、10月15日に関川中学校１年生３７

人と先生等６人が参加した見学会を行いました。最新の測量機器で距離を測ったり油圧

ショベルに試乗したほか、ドローンによる撮影実演などの見学に満足した様子で「また

現場に来たい」との声も聞かれました。中学生を引率した先生からは「生徒たちにとっ

て貴重な体験になったはず。建設業を目指す生徒もいるのでは」と仰っていました。

「予想した距離と全然違った」と笑顔

初めて見るドローンに興味津々

油圧ショベルの仕組みを説明

難しい操作に戸惑いながら

【アンケートに書かれた感想の一部です】
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